
クロマグロ養殖最適親魚選抜・確保技術開発事業（平成23～27年度） 
 

資源・環境に優しいクロマグロ増養殖技術開発事業 

１ 事業の目的 

２ 事業の内容 

３ 技術開発の成果・普及 

   

  

 クロマグロの完全養殖の実現に不可欠な、安定的かつ効率的に良質な卵を採卵で
きる親魚を確保するため、早期成熟、高成長、耐病性等の良質な形質を有する個体
を選別し親魚群を形成するための技術開発を行う。 

○ 親子鑑定及び、クロマグロ連鎖地図に利用可能なマーカーを開発し、連鎖地図作成用 
 解析家系を選択することが可能となった。 
○ ウイルスに感受性の異なる群を見出し、感受性に関連したマーカーを検出した。 
○ 天然魚及び養殖親魚における成熟関連候補マーカーを見出し、成長・成熟に応じた選 
 抜が可能となった。 

実施主体：国立研究開発法人水産研究・教育機構、九州大学、愛媛大学、長崎大学、東京海洋大学、鹿児島大学、   
近畿大学、福山大学、甲子園大学、マルハニチロ（株）、（有）奄美養魚 

① クロマグロの早期成熟関連DNAマーカーの開発 

  クロマグロの成熟個体と未成熟個体間において成熟関連遺伝子を中心にゲノム 

 情報の違いを網羅的に分析し、早期成熟関連DNAマーカーを選定 

 

② クロマグロの高成長、高生残及び耐病性関連DNAマーカーの開発 

  高生残又は高成長な種苗を産出する親魚を探索するとともに、遺伝子発現解析に 

 より、生残又は成長に関連する遺伝子を抽出し、そのDNAマーカーを選定 

 

③ クロマグロの連鎖地図の開発 

  連鎖地図に成熟及び生体防御関連マーカーを配置し、各遺伝子の場所を明示す  

 るとともに、養殖現場で簡易に連鎖解析を実施できるマーカーセットを作成 

 

④ DNAマーカーを活用した親魚選抜に資するハンドリング等基礎技術の開発 

  親魚候補の遺伝情報管理のため、幼魚の標識技術、ハンドリング技術及び生簀で 

 の採卵技術を改良し、養殖環境で実証 


